
本
書
を
諌
ん
で
、
い
ま
一
つ
設
明
が
欲
し
か
っ
た
熱
は
、
石
田
が
作
成
し
た

「
北
痛
に
お
け
る
諸
貨
幣
流
通
の
再
生
産
的
循
環
基
本
構
園
」
と
筆
者
の
い
う

メ
ゾ
・
ス
コ
ピ
ッ
ク
・
ア
プ

ロ
ー
チ
が
ど
の
よ
う
な
連
関
を
有
す
る
の
か
と
い

う
酷
で
あ
る
。
石
田
の
こ
の
時
期
の
分
析
手
法
が
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
論
に
立

脚
し
た
信
用
論
、
貨
幣
論
で
あ
る
こ
と
は
つ
と
に
知
ら
れ
た
事
寅
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
は
俸
統
的
な
講
座
波
の
手
法
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
本
書
が
目
指
す
方
向
が
「
石
田
モ
デ
ル
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
筆
者
の
そ

れ
と
「
石
田
モ
デ
ル
」
を
ど
の
よ
う
に
方
法
論
的
に
「
縫
承
」
「
結
合
」
し
て

合
鐙
さ
せ
る
の
か
が
問
わ
れ
よ
う
。
大
胞
な
問
題
提
起
だ
け
に
そ
の
後
の
研
究

の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

A
五
剣

一
九
九
七
年
二
月
東
京
創
文
社

二
九
五
頁
+
園
表
篇
一
四
九
頁
一

0
0
0
0園
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北
村
第
一稔

ょ;著
代会

虫砕
き可の
ま主研
説究
し
た

大
勢

の
出
現

江

憲

治

国

第
一
次
園
共
合
作
が
縫
績
し
た
期
聞
は
、
一
九
一
一
一
一
年
に
中
園
共
産
黛
が
提

起
し
て
か
ら
、
二
四
年
の
中
園
園
民
黛
の
一
金
大
舎
で
の
正
式
成
立
を
へ
て
、

二
七
年
の
武
漢
分
共
に
至
る
五
年
ほ
ど
の
短
い
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
そ

れ
は
「
現
代
中
園
を
形
成
し
た
二
大
勢
力
」
を
出
現
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
「
中

園
近
現
代
史
に
決
定
的
な
影
響
を
輿
え
た
」
(
本
書
四
頁
〉
政
治
的
事
態
で
あ

る
こ
と
は
、
誰
し
も
同
意
し
よ
う
。
北
村
稔
氏
の
多
年
に
わ
た
る
研
究
が
ま
と

め
ら
れ
た
本
書
は
、
こ
の
第

一
次
園
共
合
作
の
政
治
過
程
を
中
心
と
し
た
論
文

集
で
あ
る
と
と
も
に
、
北
村
氏
が
多
く
の
意
欲
的
な
見
解
を
提
起
す
る
「
史

論
」
で
も
あ
る
。
こ
う
述
べ
る
の
は
、
氏
が
本
書
の
「
は
じ
め
に
」
で
、
「
新

生
の
政
治
勢
力
が
、
嘗
時
の
政
治
問
、
社
命
間
的
朕
況
と
の
聞
に
繰
り
庚
げ
た
葛

藤
を
詳
し
く
あ
と
を
つ
け
る
」
こ
と
の
ほ
か
、
「
な
ぜ
園
共
合
作
が
園
民
篤
と
共

産
黛
に
あ
れ
ほ
ど
急
速
な
勢
力
擦
大
を
も
た
ら
し
た
の
か
」
「
園
共
合
作
に
は

ど
の
よ
う
な
矛
盾
が
内
包
さ
れ
て
い
た
の
か
」
「
そ
の
結
果
ど
の
よ
う
に
し
て

合
作
は
破
綻
し
園
共
爾
黛
は
内
戟
を
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
題

を
提
起
し
、
以
下
の
七
章
で
こ
う
し
た
問
題
の
解
明
を
め
ざ
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
従
来
の
中
園
や
蓋
湾
の
研
究
の
政
治
的
傾
向
を
批
判
し
、
こ
れ
に

氏
の
「
寅
鐙
的
研
究
」
を
劉
置
す
る
こ
と
も
、
本
書
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。

-125ー
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序

章

中

園

近

現

代
史
と
第
一
次
園
北
ハ
合
作

第
二
章

第
一
次
園
共
合
作
の
成
立

第
二
章
第
一
次
園
共
合
作
の
展
開

第
三
章
康
東
園
民
政
府
に
お
け
る
政
治
抗
争
と
蒋
介
石
の
姦
頭

第
四
章
北
伐
開
始
後
の
第
一
次
闘
共
合
作
の
質
態

第
五
一
軍
蒋
介
石
と
共
産
黛
の
全
面
衝
突

第
六
章
武
漢
園
民
政
府
の
崩
壊
と
第
一
次
園
共
合
作
の
終
駕

以
下
、
北
村
氏
が
「
『
曾
議
記
録
』
な
ど
の
一
次
資
料
を
丹
念
に
検
討
し
、

・:
:
長
期
的
視
座
か
ら
合
作
の
経
緯
を
詳
細
に
論
じ
た
研
究
は
、
本
書
が
最

初
」
と
自
負
し
、
「
『
通
読
』
の
誤
り
を
数
多
く
正
し
た
も
の
と
確
信
」
す
る

(
は
じ
め
に
)
本
書
に
つ
い
て
、
紹
介
と
論
評
を
各
一
章
ご
と
に
試
み
た
い
(
行

論
の
都
合
上
、
「
序
章
」
は
最
後
に
論
じ
る
〉
。
な
お
、
本
書
の
研
究
史
上
の

位
置
や
一意
義
に
つ
い
て
は
、
石
川
禎
浩
氏
の
書
評

(
『
史
林
』
八
二
谷
二
披
)

に
詳
し
い
の
で
こ
こ
で
は
鰯
れ
な
い
。

第
二
章
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
働
き
か
け
で
成
立
し
た
中
園
共
産
黛
が
、
前

者
の
指
導
に
よ
り
園
民
黛
と
の
合
作
政
策
に
踏
み
切
り
、
園
民
黛
(
孫
文
)
の

側
も
軍
事
援
助
を
約
束
す
る
ソ
聯
政
府
の
接
近
に
態
じ
、
共
産
黛
員
の
加
入
を

認
め
、
二
四
年
一
月
の
園
民
熊
一
金
大
舎
で
園
共
合
作
が
正
式
成
立
す
る
ま
で

の
過
程
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
北
村
氏
は
、
合
作
本
格
化
に
お
け
る
顧
問
ボ

ロ
ジ
ン
(
ロ
シ
ア
共
産
禁
源
遺
)
の
役
割
を
強
調
し
つ
つ
、
ボ
ロ
ジ
ン
に
よ
る

労
農
政
策
の
導
入
、
と
り
わ
け
農
民
政
策
に
つ
い
て
は
針
立
と
妥
協
の
結
果
で

あ
り
、
後
に
園
民
爆
の
名
の
下
に
始
ま
る
農
民
運
動
は
「
き
わ
ど
い
政
治
的
駆

け
引
き
の
所
産
」
だ
っ
た
(
二
七
頁
)
と
指
摘
し
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
輩
の
、
「
孫
文
・
ヨ
ッ
フ

占
共
同
宣
言
」
(
二
三
年
一
月
)

の
、
孫
文
が
述
ベ
ヨ
ッ
フ
ェ
が
同
意
し
た
「
共
産
主
義
組
織
あ
る
い
は
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
制
度
で
さ
え
、
中
園
に
移
入
す
る
こ
と
は
事
寅
上
で
き
な
い
」
と
の
部
分

が
、
「
共
産
黛
員
の
活
動
を
否
定
す
る
確
認
」
だ
っ
た
(
一
二
ニ
頁
)
と
は
、
不

可
解
な
指
摘
で
あ
る
。
前
年
の
二

二
年
に
共
産
黛
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
民
主

主
義
革
命
を
目
標
と
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
黙
で
共
産
主
義
組

織
(
H
H
健
制
)
が
移
入
で
き
な
い
の
は
彼
ら
に
と
っ
て
自
明
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
だ
か
ら

「
宣
言
」
は
「
共
産
黛
員
の
活
動
を
否
定
」
し
て
は
い
な
い
。
北

村
氏
は
、
「
宣
言
」
が
言
う
「
共
産
主
義
組
織
」
を
共
産
禁
の
こ
と
だ
と
誤
解

し
た
の
か
。

第
二
章
で
は
、
蛍
初
の
康
州
政
権
自
鐙
は
軍
閥
を
内
に
抱
え
た
鐙
制
で
あ

り
、
時
四
東
の
一
商
人
た
ち
の
武
装
組
織
が
反
政
府
運
動
の
す
え
銀
慶
さ
れ
た
荷
園

事
件
も
、
中
園
や
肇
掛
問
の
研
究
で
定
説
化
し
て
い
る
「
英
一
帝
園
主
義
者
と
そ
の

手
先
の
中
園
人
一
商
人
の
挑
戦
」
で
は
な
く
、
政
権
内
軍
閥
の
苛
酷
な
枚
奪
の
結

果
だ
っ
た
と
さ
れ
る
(
三
七
頁
)
。
こ
の
ほ
か
、
園
共
閲
乳
繰
や
雨
黛
の
内
部

封
立
、
北
京
政
出
現
に
さ
い
し
て
の
孫
文
の
北
上
と
そ
の
死
、
黄
靖
箪
官
民
平
校
の

成
立
、
第
一
次
東
征
と
粛
軍
に
よ
る
園
民
革
命
勢
力
の
成
長
の
経
過
が
た
ど
ら

れ
る
が
、
と
り
わ
け
、
軍
官
拳
校
校
長
蒋
介
石
が
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
精
神

に
も
と
づ
き
、
「
図
民
革
命
に
不
可
紋
な
圏
結
し
た
軍
事
力
の
養
成
に
懸
命
」

で
あ
っ
た
(
五
六
頁
)
と
の
論
黙
は
、
北
村
氏
の
蒋
介
石
論
の
核
と
し
て
重
要

で
あ
る
。
な
お
こ
の
章
で
北
村
氏
は
、
共
産
黛
内
に
は
園
共
合
作
を
重
税
す
る
汲
と
、

園
民
黛
批
剣
波
の
二
汲
が
あ
っ
た
と
し
、
前
者
に
謬
卒
山
や
程
秋
自
ら
を
数

え
、
彼
ら
の
「
背
後
に
ボ
ロ
ジ
ン
が
控
え
て
い
た
」
と
す
る
が
(
四
四
頁
)
、

最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
諌
卒
山
は
二
四
年
一

O
月
に
園
民
黛
内
残
留
を
主
張
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す
る
ポ
ロ
ジ
ン
と
針
立
、
園
民
黛
と
手
を
切
っ
て
「
新
た
な
園
民
革
命
の
黛
を

つ
く
る
」
こ
と
ま
で
主
張
し
て
い
る
(
楊
套
一
松
「
中
開
地
帯
的
革
命
』
中
央
黛

校
出
版
社
、
一
九
九
二
年
)
。
ま
た
震
は
他
の
場
で
も
園
民
黛
批
剣
を
し
て
い

る
か
ら
、
共
産
黛
の
朕
況
は
も
う
少
し
複
雑
で
あ
る
。
本
書
に
、
楊
歪
松
氏
に

代
表
さ
れ
る
近
年
の
共
産
禁
史
研
究
の
参
照
が
少
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
、
孫
文
死
後
の
抗
争
で
い
か
に
蒋
介
石
が
蓋
頭
す
る
か
が
述
べ

ら
れ
る
。
二
五
年
七
月
に
成
立
し
た
園
民
政
府
は
主
席
在
精
衛
の
他
、
彦
仲
慣

や
蒋
介
石
が
中
心
人
物
で
あ
っ
た
が
、
彦
が
暗
殺
さ
れ
た
た
め
、
蒋
介
石
と
ボ

ロ
ジ
ン
・
共
産
黛
員
関
の
「
緩
衝
物
」
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

さ
ら
に
涯
が
蒋
と
の
連
携
を
歓
い
た
ま
ま
「
一
方
的
に
ソ
聯
や
共
産
黛
に
接
近

し
す
ぎ
た
た
め
、
蒋
介
石
の
孤
立
化
と
硬
直
化
が
始
ま
」
り
(
六
八
頁
〉
、
し

か
も
蒋
が
め
ざ
し
た
北
伐
を
め
ぐ
り
内
部
封
立
が
深
ま
る
中
、
二
六
年
三
月
、

中
山
艦
事
件
が
起
こ
る
。
事
件
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
設
が
あ
る

が
、
北
村
氏
は
ソ
聯
人
顧
問
の
一
人
で
あ
っ
た
チ
ヱ
レ
パ

l
ノ
フ
の
「
蒋
介
石

計
劃
設
」
設
を
支
持
す
る
。
中
山
艦
事
件
は
「
園
共
合
作
の
軌
道
修
正
を
狙
っ

た
蒋
介
石
の
示
威
行
震
」
で
あ
り
(
九

O
頁
)
、
在
精
衡
は
追
い
落
と
さ
れ
、

反
共
波
も
排
除
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
蒋
介
石
は
自
分
の
波
閥
を
形
成
し
始
め

(
九
四
頁
)
、
同
年
五
月
の
園
民
篤
二
期
二
中
全
曾
で
は
議
内
の
共
産
黛
勢
力

を
押
さ
え
込
む
諸
提
案
を
採
揮
さ
せ
る
と
と
も
に
、
白
波
の
張
静
江
を
新
設
の

「
中
央
執
行
委
員
曾
常
務
委
員
曾
主
席
」
に
選
出
さ
せ
、
「
園
民
黛
中
橿
を
支

配
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
」
(
九
七
頁
)
。
そ
し
て
七
月
、
北
伐
が
始
ま
る
。

な
お
、
こ
の
二
期
二
中
全
曾
に
お
け
る
張
静
江
の
「
中
央
執
行
委
員
曾
常
務

委
員
曾
主
席
」
選
出
に
つ
い
て
、
九
六
J
九
七
頁
に
、
「
〔
五
月
一
八
日
、
蒋

介
石
ら
に
よ
り
〕
中
央
執
行
委
員
舎
に
主
席
を
設
け
る
案
件
が
提
出
さ
れ
承
認

さ
れ
た
」
、
「
〔
一
九
日
に
〕
張
静
江
が
中
央
執
行
委
員
曾
常
務
委
員
曾
主
席
に

選
出
さ
れ
た
」
と
あ
る
(
傍
黙
引
用
者
)
。
こ
こ
で
北
村
氏
は
、
後
年
の
編
纂

物
で
あ
る
毛
思
誠
編
『
民
園
十
五
年
以
前
之
蒋
介
石
先
生
』
と
、
嘗
時
の
一
次

資
料
で
あ
る
二
中
金
舎
の
「
舎
議
記
録
」
(
「
中
園
園
民
黛
第
二
次
中
央
執
行
委

員
全
陸
舎
議
紀
録
」
)
を
と
も
に
参
照
し
な
が
ら
、
「
若
干
の
脚
色
と
い
さ
さ

か
の
省
略
や
異
同
の
ほ
か
は
、
事
寅
を
あ
り
の
ま
ま
に
俸
え
る
」
(
九
五
頁
)

と
し
て
前
者
毛
思
誠
の
「
記
載
を
軸
に
」
し
て
述
べ
る
の
だ
が
、
こ
の
結
果
、

一
八
日
に
恥
掛
吾
か
岳
貯
設
置
が
決
め
ら
れ
な
が
ら
、
一
九
日
に
は
中
執
委
の

中
の
常
務
委
の
主
席
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
の
理
由
と
意
味
が
設
明
で
き
て
い
な

い
。
寅
は
、
二
中
全
曾
「
舎
議
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
中
執
委
主
席
設
置
案
は

「
承
認
」
さ
れ
て
は
い
な
い
。
基
本
採
揮
の
う
え
審
査
委
員
曾
に
因
さ
れ
、
こ

の
審
査
蚕
が
一
九
日
、
常
務
委
主
席
設
置
案
を
提
出
、
こ
れ
が
探
律
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
中
執
委
主
席
な
ら
任
期
は
次
の
黛
大
曾
ま
で
、
常
務
委
主
席

な
ら
次
の
中
央
委
員
舎
ま
で
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
幾
更
は
重
要
だ
し
、
反
蒋
波

の
抵
抗
の
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
「
い
さ
さ
か
の
省
略
や
異
同
」
な

の
か
。
ま
た
「
曾
議
記
録
」
を
讃
め
ば
、
張
静
江
の
選
出
は
蒋
介
石
ら
の
提
案

で
常
時
規
約
に
な
い
方
法
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
(
以
上
に
つ
い
て
は
、
狭

間
直
樹
編
『
一
九
二

0
年
代
の
中
園
』
〔
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
]
所
牧
の

江
田
「

一
九
二

0
年
代
の
民
主
主
義
」
参
照
〉
。
「
『
曾
議
記
録
』
な
ど
一
次
資

料
を
丹
念
に
検
討
し
た
」
と
自
負
す
る
北
村
氏
が
、
明
ら
か
に
「
あ
り
の
ま

ま
」
の
事
賞
を
述
べ
て
い
な
い
毛
思
誠
の
「
記
載
を
軸
に
」
し
、
二
中
全
曾

「
曾
議
記
録
」
を
充
分
に
利
用
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

-127-

の
北第
伐四
動輩
員が
令扱
後う
、の

軍は
事北
と伐
行開
政始
の後
全の
権政
力治
が過
蒋程
介で
石あ
にる
集
中二

一年
三七
日月

彼日
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は
図
民
黛
の
中
執
常
務
委
主
席
と
政
治
舎
議
主
席
(
新
設
)
に
就
任
す
る
。
た

だ
し
北
村
氏
は
、
議
権
力
の
寅
鐙
は
あ
く
ま
で
中
央
執
行
委
員
舎
で
あ
り
、

「
蒋
介
石
一
人
に
集
中
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
も

忘
れ
な
い
(
一

O
三
頁
)
。
前
述
の
、
「
(
蒋
は
)
園
民
黛
中
極
を
支
配
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
」
と
の
指
摘
と
は
矛
盾
す
る
が
、
見
解
に
は
賛
同
で
き
る
。
本

一章
は
、
こ
う
し
た
紋
況
下
の
、
園
共
雨
黛
の
路
線
幾
更
や
内
部
劉
立
の
動
き
を

雨
黛
の
文
書
か
ら
讃
み
と
ろ
う
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
二
六
年
七
月
、
共

産
総
は
「
中
央
抜
大
執
行
委
員
曾
」
を
開
く
が
、
北
村
氏
は
こ
の
曾
議
の
「
政

治
報
告
」
に
二
つ
の
版
本
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
雨
者
の
濯
い
か
ら
、
共
産

誕
の
方
針
は
こ
の
と
き
蒋
介
石
ら
図
民
黛
「
中
開
波
」
に
劃
す
る
強
硬
路
線
か

ら
柔
軟
路
線
に
修
正
さ
れ
た
、
そ
こ
に
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス

キ
ー
の
役
割
が
あ
っ
た
(
一

O
六
1
0八
頁
)
と
の
創
見
を
示
す
(
た
だ
、
共

産
議
内
で
は
中
山
艇
事
件
後
か
ら
蒋
介
石
に
劃
す
る
強
硬
論
と
融
和
論
が
削
列
立

し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
慰
に
つ
い
て
の
分
析
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
)
。

ま
た
二
六
年
九
月
か
ら
一

O
月
に
か
け
て
、
共
産
黛
は
蒋
介
石
に
封
し
、
軍

事
指
導
者
の
地
位
は
強
化
す
る
代
わ
り
に
黛
の
支
配
権
は
在
精
衡
に
委
譲
す
る

と
い
う
譲
歩
を
提
案
、
蒋
介
石
も
涯
精
衡
復
院
に
賛
成
す
る
と
い
う
安
協
が
成

立
、
こ
こ
で
「
問
題
解
決
の
ス
テ
ッ
プ
」
〈
一
一
一
二
頁
)
と
し
て
図
民
黛
聯
席

禽
議
が
関
か
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
す
る
。
だ
が
、
こ
の
禽
議
に
つ
い
て
北
村

氏
は
、
要
約
す
れ
ば
、

①
『
中
央
政
治
通
訊
』
に
は
、
聯
席
食
議
の
前
に
蒋
介
石
と
張
静
江
の
開

で
狂
精
衡
復
館
問
題
の
劉
策
が
協
議
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
↓
②
だ
か
ら
蒋

介
石
は
共
産
黛
と
の
安
協
を
張
静
江
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
↓
③
こ
の
た
め

張
は
聯
席
舎
議
で
反
証
の
立
場
を
と
り
、
共
産
禁
な
ど
か
ら
の
攻
撃
を
あ

び
た
↓
④
蒋
介
石
は
張
静
江
攻
撃
で
共
産
禁
ら
に
欝
憤
を
は
ら
さ
せ
な
が

ら
、
権
力
配
置
を
後
化
さ
せ
な
か
っ
た
、
こ
れ
は
彼
の
権
力
闘
争
に
お
け

る
非
凡
さ
を
示
す
も
の
だ
、

と
の
議
論
を
展
開
す
る
(
一
一
七
J
一
八
頁
)
。
し
か
し
、
『
中
央
政
治
通
訊
』

は
共
産
熊
の
黛
内
誌
で
あ
る
。
こ
れ
に
記
載
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
務
と
張
の

協
議
が
な
か
っ
た
と
剣
断
で
き
る
の
か
。
後
の
議
論
も
、
推
論
の
積
み
重
ね
で

あ
り
、
少
な
く
と
も
-
評
者
に
は
読
得
力
が
あ
る
と
思
え
な
い
。

さ
ら
に
こ
の
章
で
は
、
時
間
介
石
の
濁
裁
権
力
に
針
抗
す
る
動
き
が
、
園
民
政

府
・
園
民
篤
中
央
の
武
漢
移
鱒
を
焦
貼
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
、
こ
の
移
縛
問
題

で
の
園
民
黛
史
家
の
見
解
(
ボ
ロ
ジ
ン
陰
謀
説
)
は
間
違
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
蒋
介
石
が
ソ
聯
に
働
き
か
け
て
濁
裁
維
持
を
は
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら

れ
、
さ
ら
に
庚
州
を
出
愛
し
た
ポ
ロ
ジ
ン
と
陳
友
仁
、
徐
譲
、
宋
子
文
ら
の
聞

で
関
か
れ
た
鹿
山
曾
議
に
つ
い
て
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
曾
議
に
つ
い

て
、
北
村
氏
は
毛
思
誠
編
『
民
図
十
五
年
以
前
之
蒋
介
石
先
生
』
の
一
一
一
月
七

日
の
僚
の
、
「
有
人
提
議
取
消
主
席
制
、
公
附
議
。
最
後
、
公
自
提
議
請
在
遠

回
任
案
。
衆
倶
賛
成
」
と
の
記
述
に
注
目
す
る
。
こ
れ
も
議
論
を
要
約
す
る

ル」

-128-

①
駿
止
が
議
論
さ
れ
た

「
主
席
制
」
と
は
(
蒋
介
石
が
中
山
艦
事
件
後
に

就
い
た
)
中
央
常
務
委
員
曾
主
席
し
か
な
い
↓
②
狂
精
衡
が
錆
任
で
き
る

ポ
ス
ト
は
園
民
政
府
主
席
し
か
な
い
が
、
常
務
委
主
席
慶
止
の
議
論
の
場

で
、
蒋
介
石
が
注
精
衡
の
政
府
主
席
復
舗
を
提
案
す
る
の
は
不
自
然
だ
↓

③
「
請
狂
速
回
任
案
」
と
は
在
精
衛
早
期
腸
任
要
請
案
で
は
な
く
、
「
在

精
衡
に
速
や
か
に
鋳
園
し
任
に
あ
た
る
こ
と
を
要
請
す
る
案
」
と
讃
む
べ

き
だ
↓
④
だ
か
ら
、
蒋
介
石
は
在
精
衡
の
錦
園
と
彼
の
ポ
ス
ト
(
常
務
委

主
席
〉
へ
の
就
任
を
提
案
し
た
の
だ
、

と
な
る
。
さ
ら
に
北
村
氏
は
、
曾
議
後
に
ボ
ロ
ジ
ン
が
強
い
態
度
で
出
る
の
は
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蒋
の
譲
歩
が
根
擦
で
は
な
い
か
、
と
の
推
論
を
績
け
る
(
一
一
一
一
一
一

J
三
四
頁
〉
。

し
か
し
、
一

O
月
園
民
黛
聯
席
曾
議
で
、
蒋
は
中
山
艇
事
件
の
「
徐
威
」
や
非

凡
な
手
腕
に
よ
り
自
分
の
濁
裁
に
何
の
獲
化
も
起
こ
さ
せ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

り
〈
一

一
八
頁
〉
、

共
産
禁
も
劉
蒋
安
協
路
線
だ
っ
た
。
な
ら
ば
、
蒋
は
な
ぜ

こ
う
も
譲
歩
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
氏
は
中
山
艦
事
件
の
「
徐
威
」
が

「も
は
や
殺
果
を
失
っ
て
い
た
」
と
す
る
が
、
そ
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
な
い
以

上
、
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
常
に
正
確
と
は
言
い

難
い
毛
思
誠
の
、
そ
れ
も
わ
ず
か
な
記
述
を
も
と
に
推
論
を
重
ね
る
方
法
に
は

や
は
り
賛
成
で
き
な
い
。

な
お
こ
の
章
で
は
、
二
六
年
一
二
月
、
ボ
ロ
ジ
ン
た
ち
が
武
漢
に
臨
時
聯
席

曾
議
を
組
織
し
て
黛
と
政
府
の
最
高
職
権
行
使
を
宣
言
し
、
南
昌
で
政
治
曾
議

を
招
集
し
た
篤
と
の
封
立
が
公
然
化
、
翌
年
三
月
の
武
漢
側
の
図
民
篤
二
期
三

中
全
曾
と
そ
の
限
界
露
呈
ま
で
の
過
程
が
た
ど
ら
れ
る
。

第
五
章
は
、
二
六
年

一
O
月
の
共
産
黛
の
第
一
次
武
装
暴
動
か
ら
、
翌
年
三

月
の
第
三
次
武
装
暴
動
に
よ
る
上
海
市
政
府
の
樹
立
、
さ
ら
に
四
月
の
蒋
介
石

の
上
海
ク
ー
デ
タ
ま
で
の
政
治
過
程
を
扱
っ
て
い
る
。
北
村
氏
は
、
共
産
黛
が

武
装
暴
動
に
よ
り
上
海
の
政
権
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
の
に
劉
し
、
園
民
黛
の

上
海
工
作
と
は
軍
閥
の
買
枚
(
寝
返
り
工
作
〉
で
あ
っ
た
な
ど
の
指
摘
(
一
四

五
頁
〉
を
行
い
な
が
ら
、
雨
黛
の
活
動
に
目
を
配
り
つ
つ
事
態
の
推
移
を
た
ど

り
、
従
来
「
蒋
介
石
の
共
産
黛
員

・
労
働
者
虐
殺
」
で
知
ら
れ
る
上
海
ク
ー
デ

タ
に
つ
い
て
の
「
通
説
」
を
批
判
す
る
。
こ
の
「
逼
設
」
批
判
に
つ
い
て
は
、

序
章
の
方
に
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ
か
ら
引
用
し
よ
う
。

し
か
し
蒋
介
石
に
は
圏
共
合
作
の
破
棄
を
一
方
的
に
宣
言
し
、
直
ち
に
共

産
禁
員
に
極
刑
を
も
っ
て
臨
む
な
ど
と
い
う
考
え
は
全
く
な
か
っ
た
。
上

海
の
四
月
十
二
日
事
件
の
直
前
ま
で
、
蒋
介
石
と
共
産
黛
は
、
労
働
者
武

袋
糾
察
隊
の
武
装
解
除
を
め
ぐ
る
折
衝
を
行
っ
て
い
た
。
蒋
介
石
は
自
己

の
統
制
下
の
園
共
合
作
の
縫
績
に
期
待
を
つ
な
ぎ
、
園
共
合
作
の
事
貧
上

の
破
綻
後
も
、
多
数
の
軍
事
顧
問
を
源
遺
し
て
い
る
ソ
連
政
府
と
の
関
係

維
持
を
望
ん
で
い
た
。
以
上
の
状
況
下
に
お
い
て
は
、

「
逼
設
」
と
な
っ

て
い
る
四
月
十
二
日
事
件
に
さ
い
し
上
海
街
頭
で
の
共
産
黛
員
の
公
開
慮

刑
な
ど
行
わ
れ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
〈
一
四
頁
)
。

だ
か
ら
、
北
村
氏
に
よ
れ
ば
、
蒋
介
石
は
「
園
共
合
作
の
縫
績
を
最
後
ま
で

試
み
た
人
物
」
(
一
一
一
一
頁
)
な
の
で
あ
る
。
氏
は
、
共
産
鶏
を
麹
墜
し
な
が
ら

ソ
聯
と
の
関
係
を
維
持
し
た
ト
ル
コ
の
ケ
マ
ル
・
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
の
こ
と
が
蒋

の
脳
裏
に
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
彼
が
上
海
で
「
共
産
無
員
狩
り
」
を
公

然
と
始
め
る
の
は
、
四
月
二
五
日
以
降
の
こ
と
だ
と
す
る
(
一
六
六
頁
〉
。
ま

た
、
ク
ー
デ
タ
嘗
日
周
恩
来
ら
が
無
事
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
論
旨
を

補
強
し
て
い
る
。

だ
が
、
公
開
魔
刑
が
な
か
っ
た
、
周
恩
来
ら
が
無
事
だ
っ
た
か
ら
、
「
調

座
」
(
公
然
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
)
が
な
か
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い

し
、
蒋
介
石
が
「
園
共
合
作
の
縫
績
を
最
後
ま
で
試
み
た
」
こ
と
に
も
な
ら
な

い
。
共
産
黛
の
基
盤
た
る
上
海
総
工
舎
の
委
員
長
が
殺
害
さ
れ
(
四
月
二

日
)
、
線
工
舎
が
武
装
解
除
さ
れ
(
一
一
一
日
〉
、
デ
モ
隊
が
銃
撃
を
受
け
総
工
舎

が
解
散
さ
せ
ら
れ
た
(
二
二
日〉

の
で
あ
る
。
ま
た
北
村
氏
は
鯛
れ
な
い
が
、

総
工
曾
幹
部
も
「
共
産
黛
の
嫌
疑
」
で
逮
捕
さ
れ
(
『
申
報
』
四
月
一
六
日
〉
、

南
京
中
央
政
治
舎
議
が
「
共
産
分
子
の
駆
除
」
を
撃
明
し
(
一
七
日
)
、
蒋
仮

の
園
民
政
府
も
成
立
す
る
や
、
陳
濁
秀
ら
共
産
黛
員
を
中
心
に
約
二
百
名
の
逮

捕
令
を
出
し
た
の
だ
か
ら
、
共
産
黛
と
の
決
裂
は
と
っ
く
に
決
ま
っ
て
い
た
と

評
者
な
ら
考
え
る
。
ー
ー
な
ら
ば
、
蒋
介
石
が
「
最
後
ま
で
試
み
た
」

の
は

「
ソ
聯
と
の
関
係
維
持
」
で
あ
っ
て
、
「
園
共
合
作
の
縫
績
」
で
は
な
い
。

-129ー
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次
に
有
名
な
第
二
六
軍
の
総
工
舎
デ
モ
隊
銃
撃
事
件
(
四
月
二
二
日
〉
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。
氏
は
、
事
件
を
目
撃
し
た
胡
愈
之
ら
が
公
表
し
た
「
抗
議

書
簡
」
に
留
意
し
な
が
ら
も
(
書
簡
の
内
容
は
紹
介
さ
れ
な
い
が
〉
、
デ
モ
隊

側
の
武
装
を
体
え
る
工
部
局
の
資
料
も
指
摘
し
、
事
件
に
は
「
偶
結
成
性
が
大
き

い
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る
(
一
六
五
頁
)。

だ
が
、
デ
モ
隊
へ
の
軍
の
設
砲

は
同
日
、
南
市
で
も
起
こ
り
、
死
者
十
数
名
、
負
傷
者
激
十
名
と
報
道
さ
れ
て

い
る
(
『
申
報
』
四
月
一
四
日
〉
。
こ
れ
も
「
偶
凌
」
事
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
問

北
の
事
件
を
市
博
え
る
前
記

「書
簡
」
に
よ
れ
ば
、
婦
人
や
子
供
を
含
む
非
武
装

の
デ
モ
隊
の
行
進
を
第
二
六
軍
第
二
師
図
司
令
部
の
兵
士
が
阻
み
、
資
山
路
に

密
集
す
る
デ
モ
隊
に
小
銃
や
機
関
銃
で
五
、
六
百
設
も
の
銃
揮
を
あ
び
せ
た
。

「書
簡
」
に
見
え
る
兵
士
の
謹
言
に
よ
れ
ば
、
デ
モ
隊
の
五
、
六
十
名
が
死
ん

だ
の
に
到
し
、
軍
に
は
一
人
の
負
傷
者
も
な
か
っ
た
(
武
装
し
た
デ
モ
隊
と
の

衝
突
な
ら
、
兵
士
側
に
も
負
傷
者
が
出
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
)
。
ま
た
「
書
簡
」

に
は
、
事
後
〔
稜
砲
後
]
兵
士
は
ま
た
向
か
い
側
の
義
品
里
の
住
居
に
入
り
込

み
、
車
内
い
短
衣
の
労
働
者
を
捕
ら
え
、
路
上
で
射
殺
し
た
。
こ
の
こ
と
は

私
た
ち
が
賓
山
路
で
目
撃
し
た
事
費
の
様
子
で
あ
り
、
一
字
も
虚
妄
で
な

い
こ
と
は
人
格
を
も
っ
て
保
護
す
る
〈
傍
貼
引
用
者
)
、

と
あ
る
。
同
じ
日
に
ニ
カ
所
で
軍
の
愛
砲
事
件
が
護
生
し
、
詮
雪
ロ
や
報
道
(
箪

を
エ
ュ

l
ス
・
ソ
ー
ス
と
す
る
も
の
を
除
く
)
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
は
一
方
的
な

溌
砲
で
あ
る
。
し
か
も
、
問
北
で
は
労
働
者
が
「
路
上
で
射
殺
」
さ
れ
て
い

る
。
と
す
れ
ば
、
評
者
な
ら
蒋
介
石
は
嘗
初
か
ら
共
産
黛
や
努
働
者
が
抵
抗
す

れ
ば
断
固
と
し
て
溜
墜
す
る
決
一意
だ
っ
た
と
考
え
る
。
氏
は

「ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
フ
ィ
ル
ム
で
目
に
す
る
」
路
上
の
庭
刑
は
な
か
っ
た
と
断
じ
る
(
一
六
五

頁
)
が
、
「
書
簡
」
の
路
上
の
射
殺
は
ど
う
な
の
か
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら

を
庚
く
検
討
し
た
上
で
、
結
論
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

第
六
章
は
、
と
り
わ
け
ポ
レ
ミ
ッ
ク
に
武
漢
政
府
と
園
共
合
作
が
山刷機
す
る

過
程
を
た
ど
る
。
武
漢
政
府
は
所
謂

「左
源
政
権
」
で
は
な
く
、
商
問
に
融
和
的

な
人
物
も
い
る
寄
り
合
い
所
帯
だ
と
し
た
上
で
、
「
現
金
集
中
政
策
」
と
「
戟

略
的
返
却
政
策
」
を
問
題
に
し
、
中
園
の
研
究
で
は
蒋
介
石
や
一
帝
園
主
義
の
武

漢
「
経
済
封
鎖
」
へ
の
針
抗
手
段
と
評
債
さ
れ
る
「
現
金
集
中
政
策
」
を
「
鐙

の
よ
い
富
の
強
奪
」
と
し
、
さ
ら
に
貨
は
「
経
済
封
鎖
な
ど
存
在
し
な
か
っ

た
」
と
断
言
す
る
(
一
七
O
、
一
七
一一一
J
七
四
頁
)
。

そ
し
て
氏
は
論
じ
る
||
武
漢
政
府
の
崩
壊
は
軍
隊
の
離
反
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
こ

の
離
反
を
惹
起
し
た
の
は
農
民
運
動
だ
っ
た
(
一
八

O
頁
)
、
湖
南
農

民
運
動
の
飛
綴
的
な
渡
展
の
要
因
に
は
土
豪
劣
紳
の
粛
清
が
あ
り
、
武
漢
政
府

も
支
配
確
立
の
た
め
こ
れ
を
容
認
し
た
が
、
こ
の
政
策
は
農
村
を
大
混
鋭
に
お

と
し
た
(
一
八
四
、
二

O
五
頁
〉
、
食
糧
確
保
を
め
ぐ
る
農
民
と
軍
の
劉
立
は
、

雨
者
と
も
正
賞
性
を
主
張
で
き
た
か
ら
、
こ
れ
は
園
共
合
作
の
「
構
造
上
の
矛

盾
」
で
あ
り
、
箪
の
米
徴
笈
を
共
産
黛
が
容
認
で
き
な
い
以
上
、
園
共
合
作
は

修
正
局
せ
ざ
る
を
得
な
い
(
一
九
九
頁
)
、
ま
た
園
共
合
作
の
厨
嬢
時
に
、
中
園

の
研
究
者
が
い
う
反
革
命
政
幾
は
な
く
、
武
漢
園
民
黛
は
卒
和
裡
に
共
産
黛
と

の
分
離
を
は
か
っ
た
の
で
あ
り
、
本
格
的
な
弾
座
は
八
月
一

日
の
南
昌
暴
動
後

の
こ
と
だ
っ
二
二
J
一
三
頁
)
、
と
。

し
か
し
、
こ
の
章
で
も
疑
問
を
提
示
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
え
ば
、
北
村

氏
が
「
な
か
っ
た
」
と
す
る
「
経
済
封
鎖
」
と
は
、
ふ
つ
う
汽
船
曾
祉
が
長
江

の
上
海
|
武
漢
聞
の
運
航
を
停
止
し
、
上
海
金
融
界
が
武
漢
と
の
取
引
を
停
止

し
た
事
寅
な
ど
を
指
す
。
が
、
北
村
氏
は
余
捷
涼
「
民
園
十
六
年
武
漢
的
集
中

現
金
風
潮
」
(
中
央
研
究
院
『
枇
禽
科
祭
雑
誌
』
七
各
四
期
、
一
九
三
六
年
〉

に
も
と
づ
き
、
武
漢
商
人
が
銅
貨
で
の
閤
一
商一
寅
か
大
量
の
不
換
紙
幣
で
物
資
を
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購
入
し
上
海
へ
運
ん
だ
た
め
、
二
七
年
四
月
、
武
漢
へ
の
物
資
移
入
は
激
減
し

た
も
の
の
、
移
出
は
増
加
し
た
こ
と
を
指
摘
、
「
武
漢

・
上
海
聞
に
は
物
資
が

流
通
し
」
て
い
た
と
し
て
主
張
す
る
|
|
「
武
漢
は
経
済
封
鎖
に
晒
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
」
(
一
七
四
頁
〉
。

と
こ
ろ
が
、
北
村
氏
が
重
視
す
る
余
捷
涼
論
文
は
、
二
七
年
四
月
の
状
況
に

つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

外
園
銀
行
は
す
べ
て
営
業
を
停
止
し
、
内
閣
銀
行
も
上
海
方
面
が
武
漢
と

の
取
引
の
一
時
停
止
を
宣
言
し
た
た
め
に
、
自
然
に
封
鎖
さ
れ
〔
無
形
封

鎖
〕
・
:
、
こ
う
し
て
武
漢
は
経
済
的
に
ま
っ
た
く
閉
鎖
朕
態
〔
禁
鋼
状

態
〕
に
陥
っ
た
(
傍
貼
引
用
者
)
。

さ
ら
に
ニ
七
年
四
月
の
武
漢
の
移
出
場
(
前
月
の
一
一
一
O
%
)
も
、
余
捷
原

に
よ
れ
ば
、
「
一商
人
が
物
資
を
〔
上
海
に
〕
運
ん
で
資
金
を
逃
避
さ
せ
る
手

段
」
に
出
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
も
、
封
鎖
が
も
た
ら
す
困
難
と
は
物
資
が
入

っ
て
こ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
移
入
は
激
減
し
て
い
る
(
前
月
の
二
四
%
〉
の
だ

か
ら
、
北
村
氏
が
あ
げ
る
事
貧
が
一
亦
す
の
は
、
上
海
・
武
漢
開
の
「
物
資
の
流

通
」
で
は
な
く
、
「
経
済
封
鎖
」
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
北
村
氏
は
、
武

漢
で
は
「
申
匿
」
(
上
海
第
替
)
の
流
通
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
上
海
側
は
商

取
引
と
箆
替
業
務
を
縫
績
で
き
な
か
っ
た
(
一
七
三
頁
〉
と
す
る
が
、
余
捷
原

論
文
に
よ
れ
ば
、
武
漢
政
府
は
「
申
匿
」
を
「
設
法
融
通
」
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
流
通
禁
止
の
事
寅
は
な
い
。

農
民
協
曾
と
武
漢
政
府
の
軍
隊
が
食
糧
米
の
確
保
を
め
ぐ
っ
て
樹
立
し
、
こ

れ
が
園
共
合
作
を
鼠
鍍
さ
せ
た
と
の
論
黙
は
、
北
村
氏
が
「
ま
え
が
き
」
で
提

起
し
た
、
園
共
合
作
が
内
包
し
た
矛
盾
と
破
綻
の
原
因
は
何
か
、
と
い
う
課
題

へ
の
解
答
で
あ
り
、
重
要
な
論
黙
で
あ
る
。
だ
が
、

労
働
運
動
の
激
化
に
よ
る
産
業
停
滞
か
ら
武
漢
園
民
政
府
の
軍
費
供
給
が

滞
っ
て
も
、
農
業
圏
中
園
の
生
産
基
礎
は
農
村
に
あ
り
各
軍
は
農
村
か
ら

軍
費
を
捻
出
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
健
所
で
設
生
し
た
農
民
協
曾
の
米
穀
管

理
は
、
軍
用
米
の
供
給
を
め
ぐ
る
軍
と
農
民
協
禽
の
針
立
を
引
き
起
こ
し

た

と
の
纏
括
(
一
八
O
頁
〉
は
、
奇
妙
な
議
論
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
軍
が
軍
費

を
徴
枚
で
き
、
し
か
も
氏
の
言
う
よ
う
に
経
済
封
鎖
が
な
か
っ
た
の
な
ら
、
軍

は
他
地
域
か
ら
米
を
移
入
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
事
賞
、
氏
に
よ
れ
ば
、
時
期

不
明
な
が
ら
唐
生
智
は
そ
う
し
て
い
る
。
北
村
氏
は
、
二
七
年
六
月
に
反
共
行

動
に
出
る
武
漢
駐
屯
の
何
鍵
(
第
三
五
軍
長
〉
は
、
「
政
治
力
も
資
金
カ
も
な

い
」
か
ら
そ
ん
な
「
回
避
手
段
は
と
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る
が

(
一
九
八
頁
)
、
何
鍵
の
政
治
力
や
資
金
力
に
つ
い
て
の
想
定
の
根
嬢
が
一
ホ
さ

れ
ね
ば
、
設
得
力
が
な
い
。
繰
り
返
す
が
、
軍
が
「
農
村
か
ら
軍
費
を
捻
出
で

き
」
、
「
経
済
封
鎖
な
ど
存
在
し
な
か
っ
た
」
の
な
ら
、
米
の
供
出
短
否
が
あ

っ
て
も
他
か
ら
米
を
買
え
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
「
構
造
上
の
矛
盾
」
な

ど
生
じ
な
い
。
論
理
の
再
構
築
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

な
お
こ
の
論
黙
で
、
北
村
氏
は
、

ω湖
南
に
米
を
買
い
附
け
に
行
っ
た
湖
北

省
線
工
曾
の
要
員
が
資
金
を
奪
わ
れ
、

ω江
西
(
九
江
)
か
ら
米
を
運
ぶ
船
に

軍
船
の
保
護
が
必
要
と
さ
れ
た
、
と
い
う
二
つ
の
事
賓
を
園
民
窯
の
舎
議
記
録

に
見
出
し
、
刷
買
い
附
け
資
金
強
奪
者
を
農
民
協
舎
の
関
係
者
で
あ
る
と
断

定
、
ま
た
、

ω米
の
輪
迭
に
軍
船
の
保
護
が
必
要
だ
っ
た
の
は
農
民
協
曾
の
米

積
み
込
み
阻
止
を
威
臆
す
る
た
め
だ
っ
た
、
と
し
て
論
旨
を
補
強
し
て
い
る

〈
二
O
二
J
O
四
頁
)
。
し
か
し
、
同
は
北
村
氏
一
流
の
推
論
に
と
ど
ま
り
、

ωも
、
農
民
が
九
江
の
よ
う
な
都
市
に
ま
で
押
し
掛
け
て
米
の
積
み
込
み
を
阻

止
で
き
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
起
こ
る
。
武
漢
政
府
が
軍
船
に
よ
る
護
迭
を

必
要
と
考
え
た
な
ら
、
船
の
襲
撃
を
警
戒
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
蛍
時
の
農
民
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が
長
江
の
流
れ
の
中
の
船
を
製
え
た
の
か
。

ま
た
、
武
漢
の
園
民
熊
が
共
産
鶏
と
卒
和
複
の
分
離
を
め
ざ
し
た
と
の
論
黙

で
、
北
村
氏
は
「
武
漢
政
府
反
共
政
媛
説
」
に
立
つ
中
園
の
研
究
を
批
剣
す

る
。
が
、
氏
と
同
様
の
こ
と
を
主
張
す
る
園
民
議
史
家
李
雲
漢
の
『
従
容
共
到

清
黛
』
に
は
言
及
し
な
い
。
政
治
的
に
偏
向
し
た
研
究
の
批
剣
が
氏
の
眼
目
な

の
は
わ
か
る
が
、
こ
れ
で
は
前
述
の
論
黙
が
氏
の
新
設
で
あ
る
か
の
よ
う
に
讃

者
を
誤
解
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
書
を
見
て
来
る
と
、
「
ま
え
が
き
」
が
提
起
す
る
課
題
の
う

ち
、
園
共
合
作
の
矛
盾
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
な
ぜ
合
作
は
破
綻
し
た
の

か
、
に
つ
い
て
は
北
村
氏
が
「
解
答
」
を
出
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
(
評

者
に
は
同
意
で
き
な
い
に
せ
よ
)
。
た
だ
、
も
う
一
つ
の
課
題
、
「
な
ぜ
闘
共
合

作
が
園
民
篤
と
共
産
議
に
あ
れ
ほ
ど
急
速
な
勢
力
抜
大
を
も
た
ら
し
た
の
か
」

に
つ
い
て
は
、
序
章
で
述
べ
ら
れ
、
同
時
に
氏
の
園
共
合
作
に
つ
い
て
の
、
い

わ
ば
「
総
論
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

序
一軍
で
北
村
氏
は
、
第
一
次
園
共
合
作
を
、
中
園
に
親
ソ
勢
力
を
築
こ
う
と

す
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
ソ
聯
政
府
と
、
中
園
で
政
治
権
力
の
復
活
を
め
ざ
す
中

園
閣
民
黛
の
「
戟
略
の
合
鐙
」
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
合
作
成
立
後
の
園
共

雨
議
の
飛
総
的
な
勢
力
繍
大
の
要
因
と
し
て
、
「
園
民
常
時
が
ロ
シ
ア
共
産
黛
の

ポ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
組
織
論
を
採
用
し
」
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
「
政
治
と

軍
事
が
一
鐙
化
し
た
カ
が
中
園
史
を
新
た
な
方
向
に
展
開
さ
せ
た
」
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
評
者
に
は
こ
の
「
園
民
黛
リ
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
」
論
は
、
さ

ら
に
氏
の
「
蒋
介
石
再
評
債
」
論
に
連
動
す
る
と
思
え
る
。
彼
は
北
村
氏
に
よ

っ
て
「
園
民
革
命
の
寅
現
を
至
上
硯
す
る
ス
ト
イ
ッ
ク
な
姿
勢
を
、
自
他
と
も

に
課
し
」
「
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
に
基
づ
く
新
組
織
の
有
殺
性
を
十
二
分
に
設

揮
さ
せ
た
人
物
」
と
高
く
評
領
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
評
者
は
こ
の
二
つ
の

議
論
が
本
書
に
あ
っ
て
特
に
重
要
な
も
の
と
考
え
る
の
で
、
以
下
に
論
じ
て
み

た
い
。ま
ず
、
「
園
民
黛
H
ポ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
」
論
で
あ
る
が
、
園
民
議
が
ボ
ル

シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
組
織
論
を
採
用
し
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
貸
で
あ
る
。

し
か
し
、
北
村
氏
は
こ
の
組
織
論
を
「
巌
格
な
規
律
を
も
っ
た
中
央
集
権
」

「
巌
格
な
黛
組
織
と
篤
の
指
導
す
る
軍
」
と
理
解
す
る
が
、
そ
う
だ
ろ
う
か
。

園
民
議
一
全
大
曾
の
「
規
律
問
題
決
議
」
は
、
「
園
民
議
の
組
織
原
則
は
民
主

主
義
的
集
権
制
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
黛
員
の
討
議
権
、
決

議
・
選
暴
に
参
興
す
る
権
利
を
認
め
た
黛
内
民
主
主
義
と
、
執
行
機
関
の
議
決

に
禁
固
貝
が
従
い
寅
行
す
る
義
務
の
集
権
制
を
規
定
し
て
い
る
(
こ
れ
は
レ

I
ニ

ン
時
代
の
ロ
シ
ア
共
産
黛
一
九
二
二
年
規
約
に
も
と
づ
く
)
。
だ
か
ら
嘗
時
の

園
民
黛
の
組
織
論
と
は
「
民
主
主
義
的
集
権
制
度
」
(
民
主
主
義
的
中
央
集
権

制
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
一
時
に
せ
よ
園
民
業
が
ま
じ
め
に
と
り
く
ん
だ
こ
の
シ

ス
テ
ム
(
西
山
曾
議
波
さ
え
「
民
主
集
権
制
」
を
主
張
し
た
〉
を
破
填
し
た
の

が
、
孫
文
死
後
の
黛
内
抗
争
で
あ
り
、
蒋
介
石
の
権
力
掌
握
で
あ
っ
た
、
と
評

者
は
考
え
て
い
る
。
か
り
に
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
組
織
論
が
北
村
氏
の
言

う
「
厳
格
な
黛
組
織
と
黛
の
指
導
す
る
軍
」
の
こ
と
だ
っ
た
と
し
て
も
、
蒋
の

権
力
掌
握
は
、
軍
の
力
で
黛
権
を
屋
倒
し
た
結
果
で
あ
る
。
彼
は
「
黛
の
指
導

す
る
軍
」
と
い
う
原
則
を
守
っ
た
か
。
ど
う
考
え
て
も
解
答
は
「
否
」
。
な
ら

ば
、
北
村
氏
の
い
う
「
中
園
史
を
新
た
な
方
向
に
展
開
さ
せ
た
」
「
政
治
と
軍

事
が
一
健
化
し
た
力
」
と
は
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
と
は
全
く
異
質
な
、
蒋
介

石
に
よ
り
換
骨
奪
胎
さ
れ
た
別
物
で
は
な
い
か
。

も
う
一
つ
の
「
蒋
介
石
再
評
償
」
論
で
、
氏
が
蒋
介
石
に
つ
い
て
新
た
な
主
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張
を
展
開
し
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
の
い
く
つ
か
は
前
述
の
よ
う
に
賛
成
で

き
な
い
。
充
分
な
資
料
に
も
と
づ
く
「
貧
護
」
な
き
ま
ま
、
蒋
介
石
寄
り
の
叙

述
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
(
園
民
黛
二
期
二
中
全
舎
や

上
海
ク
ー
デ
タ
の
分
析
は
、
そ
の
事
例
で
あ
る
)
。
さ
ら
に
理
解
に
苦
し
む
の

は
、
序
章
が
強
調
す
る
「
圏
民
革
命
の
貧
現
を
至
上
覗
す
る
ス
ト
イ
ッ
ク
な
姿

勢
」
の
訪
問
介
石
の
像
と
、
第
三
章
に
見
え
る
波
閥
の
形
成
(
二
六
年
六
月
〉
と

か
、
第
五
一
軍
が
言
う
、
自
源
の
張
静
江
を
窮
地
に
落
と
し
な
が
ら
自
分
の
権
力

を
守
ろ
う
と
し
(
同
一

O
月
)
、
鹿
山
曾
議
で
駆
け
引
き
を
す
る
蒋
介
石
の
姿

(
同
一
一
一
月
)
と
の
不
一
致
で
あ
る
。
「
ス
ト
イ
ッ
ク
な
姿
勢
」
と
は
、
本
書

全
僅
が
述
べ
る
彼
の
多
様
な
側
面
と
矛
盾
し
て
い
る
。

最
後
に
、
本
書
に
は
資
料
の
誤
讃
な
ど
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
事
賓
の
誤

認
・
誤
記
が
散
見
さ
れ
る
。
本
書
が
獲
得
す
る
多
く
の
譲
者
の
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
指
摘
も
書
-
評
者
の
務
め
で
あ
ろ
う
。

-
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
禽
議
」
(
九
頁
)
↓
「
パ
リ
講
和
曾
議
」
の
誤

h

ソ。「
ソ
聯
政
府
代
表
ヨ
ッ
フ
ご
(
一
三
頁
)
↓
嘗
時
三
九
二
二
年
八

月
)
ソ
聯
は
未
成
立
。

-
「
孫
鐸
」
と
い
う
人
名
が
中
園
人
の
よ
う
に
登
場
(
五
七
頁
)
↓
こ
れ

は
マ

l
リ
ン
の
中
園
名
。

「
北
京
の
ソ
聯
領
事
館
で
舎
談
」
〈
七
五
頁
)
↓
正
し
く
は
上
海
の
ソ

聯
総
領
事
館
。
北
京
に
あ
っ
た
の
は
大
使
館
。

-
『
整
理
黛
事
案
』
と
『
園
共
協
定
事
件
[
事
項
〕
』
の
内
容
は
、
第
一

361 

(
九
六

案
か
ら
第
四
案
ま
で
の
『
整
理
暗
黒
務
案
』
に
ま
と
め
ら
れ
る
」

頁
)
↓
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
第
一
案
と
第
二
案
。

-
「
篤
と
圏
〔
共
産
篤
と
共
産
主
義
青
年
圏
〕
」
(
一
八
四
頁
)
↓
原
文

の
「
黛
圏
」
は
一
語
で
フ
ラ
グ
シ
ョ
ン
の
こ
と
(
こ
の
「
黛
圏
」
と
い

う
用
語
は
嘗
時
園
民
黛
も
用
い
た
)
。

-
「
〔
共
産
業
五
全
大
舎
の
土
地
問
題
決
議
案
は
〕
土
地
波
牧
と
い
う
表

現
を
避
け
て
い
た
」
(
二

O
O頁
)
↓
北
村
氏
が
引
用
す
る
資
料
集
の

次
の
頁
で
、
土
地
淡
牧
は
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
論
ず
べ
き
こ
と
は
あ
る
が
、
評
者
に
輿
え
ら
れ
た
紙
数
も
謹
き
ょ
う
と

し
て
い
る
。
本
書
に
つ
い
て
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
黙
を
指
摘
し
た
の
は
、
そ

れ
ら
が
北
村
氏
の
「
テ
l

マ
」
に
関
わ
る
だ
け
で
な
く
「
方
法
」
に
も
関
係
し

て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
本
書
が
九

0
年
代
半
ば
ま
で

の
日
本
の
園
共
合
作
史
研
究
の
水
準
の
一
端
を
一
示
し
、
「
濁
自
」
の
園
共
合
作

史
論
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
が
ゆ
え
で
も
あ
る
。
北
村
氏
が
こ
の
分
野

の
研
究
に
つ
い
て
、
本
書
の
刊
行
で
「
一
腹
の
終
止
符
を
打
つ
」
と
さ
れ
て
い

る
以
上
、
こ
こ
に
緩
々
の
ベ
た
疑
問
黙
を
解
明
し
、
氏
の
見
解
を
乗
り
越
え
る

新
た
な
史
論
を
提
起
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
後
進
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
黙

を
自
戒
し
つ
つ
筆
を
お
く
。
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